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レーザー光線と点の数 

 

 右の図のように，１辺が１㎝の小正方形を敷きつめた方眼にそって，辺ＡＤより辺

ＡＢの方が長い長方形ＡＢＣＤを作り，対角線ＢＤを引きます。 

 

（１）ＡＢ＝１８㎝，ＡＤ＝１５㎝のとき，対角線ＢＤは何個の小正方形を通過しま

すか。また，三角形ＢＣＤの辺および内部にふくまれる小正方形の頂点の数は何

個ですか。 

 

（２）対角線ＢＤが４２個の小正方形を通過し，三角形ＢＣＤの辺および内部にふくまれる小正方形の頂点

が３２３個のとき，辺ＡＢとＡＤの長さは何㎝ですか。 
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レーザー光線と点の数 

（１）小正方形…３０個，頂点…１５４個 （２）ＡＢ＝２８㎝，ＡＤ＝２１㎝ 

 

（１）１８と１５の最大公約数は３で，１８÷３＝６，１５÷３＝５なので，

図①のように対角線ＢＤはたて６㎝・横５㎝の長方形の対角線を３本つ

なげた線になっています。このとき，対角線ＢＤが通過する小正方形の

個数は，（５＋６－１）×３＝３０（個）です。 

   また，長方形ＡＢＣＤ全体では，小正方形の頂点は， 

（１８＋１）×（１５＋１）＝３０４（個）あり，対角線ＢＤ上には図

①のように頂点が４個あるので，三角形ＢＣＤの辺および内部にふくま

れる小正方形の頂点の数は，（３０４＋４）÷２＝１５４（個）です。 

 

（２）（１）では対角線ＢＤ上に頂点が４個ありましたが，これは図①からわかるように，最大公約数＋１

によって求めることができます。よって，長方形ＡＢＣＤにおいてＡＢ＝𝑥㎝，ＡＤ＝𝑦㎝のとき，三

角形ＢＣＤの辺および内部にふくまれる小正方形の頂点の数は， 

（（𝑥＋１）×（𝑦＋１）＋（𝑥と𝑦の最大公約数＋１））÷２によって求められます。今回は， 

（（𝑥＋１）×（𝑦＋１）＋（𝑥と𝑦の最大公約数＋１））÷２＝３２３より， 

（𝑥＋１）×（𝑦＋１）＋（𝑥と𝑦の最大公約数＋１）＝６４６， 

（𝑥＋１）×（𝑦＋１）＝６４６－（𝑥と𝑦の最大公約数＋１），です。また，対角線ＢＤが４２個の小正

方形を通過するということから，𝑥と𝑦の最大公約数は４２の約数です。 

 

  𝑥と𝑦の最大公約数が１ 

   （𝑥＋１）×（𝑦＋１）＝６４６－（１＋１）＝６４４＝２×２×１６１です。ここで𝑥と𝑦が互いに

素で，𝑥＋𝑦－１＝４２となるような組み合わせは明らかにありません。 

 

  𝑥と𝑦の最大公約数が２ 

   （𝑥＋１）×（𝑦＋１）＝６４６－（２＋１）＝６４３で，６４３は素数ですから，条件を満たす𝑥と

𝑦の組み合わせはありません。 

 

  𝑥と𝑦の最大公約数が３ 

   （𝑥＋１）×（𝑦＋１）＝６４６－（３＋１）＝６４２＝２×３×１０７です。ここで𝑥と𝑦が３の倍

数とすると，（𝑥＋１）×（𝑦＋１）は３の倍数ではありえないので，条件を満たす𝑥と𝑦の組み合わせは

ありません。 
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  𝑥と𝑦の最大公約数が６ 

   （𝑥＋１）×（𝑦＋１）＝６４６－（６＋１）＝６３９＝３×３×７１です。ここで𝑥と𝑦が６の倍数

とすると，（𝑥＋１）×（𝑦＋１）は３の倍数ではありえないので，条件を満たす𝑥と𝑦の組み合わせはあ

りません。 

 

  𝑥と𝑦の最大公約数が７ 

   （𝑥＋１）×（𝑦＋１）＝６４６－（７＋１）＝６３８＝２×１１×２９です。𝑥＋１＝２９， 

𝑦＋１＝２２とすると，𝑥＝２８，𝑦＝２１なので，𝑥と𝑦の最大公約数は７です。また，２８÷７＝４，

２１÷７＝３で，（４＋３－１）×７＝４２となって条件を満たします。 

 

  𝑥と𝑦の最大公約数が１４ 

   （𝑥＋１）×（𝑦＋１）＝６４６－（１４＋１）＝６３１で，６３１は素数ですから，条件を満たす𝑥と𝑦

の組み合わせはありません。 

 

  𝑥と𝑦の最大公約数が２１ 

   （𝑥＋１）×（𝑦＋１）＝６４６－（２１＋１）＝６２４＝２×２×２×２×３×１３です。ここで𝑥と

𝑦が２１の倍数とすると，（𝑥＋１）×（𝑦＋１）は３の倍数ではありえないので，条件を満たす𝑥と𝑦の

組み合わせはありません。 

 

  𝑥と𝑦の最大公約数が４２ 

   （𝑥＋１）×（𝑦＋１）＝６４６－（４２＋１）＝６０３＝３×３×６７です。ここで𝑥と𝑦が４２の

倍数とすると，（𝑥＋１）×（𝑦＋１）は３の倍数ではありえないので，条件を満たす𝑥と𝑦の組み合わせ

はありません。 

 

   以上より，ＡＢ＝２８㎝，ＡＤ＝２１㎝です。 
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